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研究成果の概要（和文）：　本研究を通して、高等学校の新任教師の専門的成長を支えるものとして、すべての
子どもたちの学びを保障する授業づくりに責任をもつ専門的共同体の存在が大きいことが明らかになった。学校
における専門的共同体は、授業研究を通して、教師たちの語り合い、聴き合い、語り直しによって、形成され
る。新任教師たちは、着任当初は、子どもたちの学びに対する一元的な語りが特徴であったが、授業研究会への
参加を重ねるごとに、多元的な語りを身につけ、これに伴い、子どもたちとの関係も組み替えられてきた。

研究成果の概要（英文）：　We have inquired how to build teachers' professional learning community in
 a public high school in Saitama prefecture by an action research and a narrative approach. We found
 that it is well organized lesson studies to assume a key role to build well teachers' professional 
learning community. In recent years lesson studies are held monthly in this high school. Every 
teacher joins in lesson studies and discusses how to support an effective and a successful learning 
for each student. 
 In particular, we have focussed upon the change and growth of three novice teachers to follow their
 narrations in the lesson study. At first their narrations were composed by several short sentences 
and fragmented knowledge. However their narrations was gradually getting long and changing into the 
statement of being connected other teachers' talkings. The change of narrations were related with 
the growth of their teaching and practice as a teaching profession.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
現在、先進国では、産業社会から知識社会
への移行により学校教育と教師に求められ
る役割が変わりつつある。産業社会の段階で
は、モノの大量生産と流通により経済活動が
行われるため、産業社会の学校では、子ども
たちの学習は知識と手続きの記憶に傾斜し、
教師の仕事もまた、教科の知識と手続きを子
どもたちの頭の中により効率的に注入する
ところに重点が置かれてきた(佐藤, 1994)。と
ころが、知識社会の段階に入った先進国では、
情報機器の多様化ならびに情報技術の複雑
化が進行し、知識や人々が国境を超えて交流
するグローバリゼーションの拡大も相まっ
て、より高度な思考とコミュニケーションが
求められている。したがって、「知識社会の
学校では、創造性や創意工夫を子どもたちの
中に育む必要があり」(Hargreaves, 2003, 
p.i)、教師は、子どもたちが教科の知を深く
理解しながら現実場面で転移可能な知識を
獲得し「自分たちで生きた意味ある知恵や知
識を新たに協働して創出し表現できること」
(秋田,  2008, p.3)、さらには、生涯にわたっ
て続く学習への責任を培うこと、といった高
度な学びと成長の支援が求められている。 
 では、知識社会に対応した学校はいかにし
て構築されるのだろうか。一つのアプローチ
として注目されているのが、日本の学校教育
において伝統的に行われてきた「授業研究
(Lesson Study)」を中核とした学校文化の生
成とそれによる学校改革である(秋田・ルイス, 
2008)。授業研究とは、授業の参観と実践の
表象により、個々の教師の専門家としての見
識や技法を高めるとともに、教師たちの同僚
性を高めながら学校における協働的な文化
を構築するための有効なアプローチである
(e.g., Mills College Lesson Study Group, 
2005)。知識社会における学校経営を構想す
るにあたって、授業研究は教師の省察的実践
を支え、教師たちの協働的な文化を学校に生
成する一つの機軸となりうるものである。日
本に由来する授業研究が、1990 年代以降、
北米や東アジアの国々にも拡大している背
景には、このような知識社会における学校経
営の変革の要請がある(ルイス, 2008)。 
 ところで、日本の授業研究ならびにその研
究には以下の 2点の課題が残されている。第
１に、日本の授業研究は小学校・中学校の義
務教育段階で広く定着している一方で、高等
学校での実施、定着率が低いという課題が挙
げられる。第 2に、第１の課題の帰結として、
日本の授業研究に関する研究もまた小学
校・中学校を主な対象としてきたという研究
上の課題が挙げられる。これは、教育研究者、
授業研究者の高等学校の教育に対する関心
の薄さと、高等学校でのフィールドワークの
困難さによるものと考えられる。本研究は、
これらの課題を乗り越えて、研究の新たな地
平を目指すプロジェクトとなる。 

 
２．研究の目的 
 
 本研究は、高等学校における授業研究への
参加が新任教師たちの教科ならびに教授学
的思考に関する能力の発達にどのように寄
与するのか、さらには学年単位による授業研
究の組織化が教師たちの同僚性の再構築に
どのような影響を与えるのか、を明らかにす
ることによって、授業研究を基軸とした学校
経営の方略について、具体的かつ多角的な事
例叙述を通して問題提起することを目的と
するものである。主な研究フィールドとなる
のは、埼玉県のある公立高等学校である。こ
の高等学校では、入学時の生徒たちの多くが
学力面や生活面での課題を抱えている。新任
教師として、このような学校に赴任すること
は、「学びから逃走する子どもたち」（佐藤, 
2000）との対峙という厳しいイニシエーショ
ン（通過儀礼）に直面することを意味してお
り、容易なことではない。しかしながら、今
回フィールドとした高等学校には、授業研究
という教師の学び合いの装置があった。本研
究では、授業研究による教育の諸関係の変容
を浮き彫りにすることで、高等学校、とりわ
け教育困難校の改革のための専門的共同体
の構築による学校経営の可能性を提示する
ことを試みた。 
 
３．研究の方法 
 
 上記の研究目的を実現するために以下の
ような研究の方法を用いた。 
 まず新任教師の授業観・学習観・アイデン
ティティの変容を捉えるインタビューなら
びにカンファレンス調査を行い、授業研究を
通して新任教師が変容する過程を事細かに
探究した。具体的には、学校赴任直後、一ヶ
月後、一学期終了後、二学期終了後、一年後
にインタビューあるいはカンファレンスを
行い、IC レコーダーによって新任教師の語り
を記録し、トランスクリプト化した。二年度、
三年後にも、調査を行い、同じように新任教
師の語りを記録し、トランスクリプト化した。
また、三年後には、新任教師が自分自身の教
師としての歩みを振り返ることで、これまで
の教職生活の中での転機を探るという調査
を行った。 
 これらの調査を通して算出された新任教
師たちの語りの記録（＝トランスクリプト）
を用いて、新任教師たちの語りの内容と様式
がどのように変容したのかを明らかにした。 
 同時にベテラン教師が自らのライフスト
ーリーを語り、それを歴史的、社会的文脈に
おいてライフヒストリーとして位置づける
研究を行った。ベテラン教師は教育雑誌にエ
ッセイを綴ってきており、これらの論文、文
章を高校教育政策の変容と重ねるという方
法によって、ベテラン教師の経験の意味を探
究した。その結果、ベテラン教師の中年期の



危機が高校教育改革によって増幅されたか
たちで出現したこと、そして、新しい学校で
の授業研究との出会いと同僚性の再構築に
よって、その危機を創造的で生産的な価値に
転化しえたことが示された。 
 
４．研究成果 
 
 本研究の成果は大きく分けて二つ挙げら
れる。一つ目は、新任期の教職生活のさまざ
まなタイミングでの新任教師の語りを通し
て、新任教師の変容の過程をつぶさに追うこ
とによって、新任教師たちのアイデンティテ
ィの変容の契機と構造転換を明らかにした
ことである。今回の調査の中で、ある新任教
師は、２年前の自分の語りと出会い、その語
り手が「自分ではないようだ」と語っていた。
つまり、２年前の自分が自分ではないと感じ
られるほどに、新任教師は大きな変容を経験
しているのである。これまでの質的研究の多
くは、新任期の研究を、振り返りのデータに
よって、行ってきた。これに対して、本研究
では、短いタイミングで、何度も語りを聴く
ことによって、どの時点で、どのような出来
事を通して、新任教師は変容するのか、を明
らかにすることに挑戦した。思うようになら
ない生徒との出会いと、その葛藤場面におけ
る先輩教師からの助言が、新任教師の授業観、
学習観、アイデンティティの変容につながる
ことが明らかになった。その変容を生み出し
た背景として、一人ひとりの教師の授業観、
学習観が相互に交流し合う授業研究での語
り合い、聴き合いが、重要な役割を担ってい
たことも示された。 
 二つ目は、ベテラン教師の教職生活におけ
るモチベーションの向上を支える同僚性の
再構築の意義と役割が、具体的に明らかにさ
れたことである。公教育の維持、発展のため
に、教師の質保証が政策的な課題となってい
るが、教師個人の資質の向上を中心としたア
プローチには限界がある。この研究でも、自
らのアイデンティティを強固に確立したこ
とで、結果的に孤立してしまい、深い葛藤の
なかにあった中年期のベテラン教師が、授業
研究においてリーダーシップを担い、新任教
師たちとの学び合いを経験することによっ
て、変容を遂げるという過程が示されている。
学校における同僚性の再構築、そしてそこで
生み出される「専門家共同体」の構築が、教
師の持続可能な専門的成長を実現すること
が明らかになったのである。 
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